
JP 2005-256942 A5 2006.12.7

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ５ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 12月 7日 (2006.12.7)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2005-256942(P2005-256942A)
【 公 開 日 】 平 成 17年 9月 22日 (2005.9.22)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2005-037
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-68863(P2004-68863)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｆ １ ６ ＨＦ １ ６ ＨＦ １ ６ ＨＦ １ ６ ＨＦ １ ６ ＨＦ １ ６ ＨＦ １ ６ ＨＦ １ ６ Ｈ   15/38     (2006.01)  15/38     (2006.01)  15/38     (2006.01)  15/38     (2006.01)  15/38     (2006.01)  15/38     (2006.01)  15/38     (2006.01)  15/38     (2006.01)
                        Ｆ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ Ｃ   19/26     (2006.01)  19/26     (2006.01)  19/26     (2006.01)  19/26     (2006.01)  19/26     (2006.01)  19/26     (2006.01)  19/26     (2006.01)  19/26     (2006.01)
                        Ｆ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ Ｃ   33/58     (2006.01)  33/58     (2006.01)  33/58     (2006.01)  33/58     (2006.01)  33/58     (2006.01)  33/58     (2006.01)  33/58     (2006.01)  33/58     (2006.01)
                        Ｆ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ Ｃ   35/077    (2006.01)  35/077    (2006.01)  35/077    (2006.01)  35/077    (2006.01)  35/077    (2006.01)  35/077    (2006.01)  35/077    (2006.01)  35/077    (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｆ １ ６ Ｈ   15/38          
   Ｆ １ ６ Ｃ   19/26          
   Ｆ １ ６ Ｃ   33/58          
   Ｆ １ ６ Ｃ   35/077         
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 24日 (2006.10.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 傾 転 軸 受 １ ５ ０ の 外 輪 １ ５ ０ ａ の 外 面 と ヨ ー ク ２ ３ の 保 持 穴 ２ ３ ａ と の 接 触 面 が 摩 耗 す
る と 、 そ れ に 伴 っ て 生 じ る 摩 耗 粉 が パ ワ ー ロ ー ラ ６ や デ ィ ス ク ２ ， ４ の ト ラ ク シ ョ ン 面 を
は じ め と す る 各 軸 受 の 軌 道 面 に 圧 痕 を 形 成 す る 。 こ れ は 、 パ ワ ー ロ ー ラ ６ や デ ィ ス ク ２ ，
４ の 寿 命 低 下 を 引 き 起 こ す 原 因 と な る だ け で な く 、 ト ラ ニ オ ン ６ と ヨ ー ク ２ ３ と の 間 の ガ
タ を 大 き く し て 、 ト ラ ニ オ ン ６ の 保 持 性 を 低 下 さ せ 、 傾 転 同 期 不 良 等 の 不 具 合 を 生 じ さ せ
る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 傾 転 軸 受 の 外 輪 １ ５ ０ ａ の 外 面 と ヨ ー ク ２ ３ の 保 持 穴 ２ ３
ａ と の 間 に は 、 通 常 、 ケ ー ス ２ ０ ０ の 内 側 で 飛 散 し た 油 が 自 然 に 侵 入 す る 程 度 の 量 で し か
供 給 さ れ な い 。 こ の 程 度 の 潤 滑 油 量 で は 、 摩 耗 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と は で き な い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の た め 、 従 来 に あ っ て は 、 例 え ば 、 ヨ ー ク ２ ３ の 保 持 穴 ２ ３ ａ に 傾 転 ス ト ッ パ を 形 成
し た り 、 傾 転 軸 受 １ ５ ０ の 外 輪 と ヨ ー ク と を ピ ン で 支 持 す る な ど し て 、 ヨ ー ク ２
３ と 傾 転 軸 受 １ ５ ０ と の 相 対 的 な 回 転 を 規 制 し 、 結 果 的 に 、 摩 耗 の 低 減 を 図 っ て い る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
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